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1. 調査団員氏名・所属 

 

(1) 第 1次現地調査 

氏 名 担当業務 現 職 

中園 雅巳 総括 
独立行政法人 国際協力機構 
産業開発・公共政策部 

宮田智代子 計画管理 
独立行政法人 国際協力機構 
産業開発・公共政策部 

野上 一成 
業務主任／太陽光発電システム

／系統連系太陽光発電 
八千代エンジニヤリング株式会社 

矢野 敏雄 副業務主任／土木設計 八千代エンジニヤリング株式会社 

近藤 和晃 機材・設備計画／環境社会配慮 八千代エンジニヤリング株式会社 

菊池 洋太 調達計画／積算 八千代エンジニヤリング株式会社 

熊倉 宏治 建設設計／積算 八千代エンジニヤリング株式会社 

 

(2) 第 2次現地調査 

氏 名 担当業務 現 職 

中園 雅巳 総括 
独立行政法人 国際協力機構 
産業開発・公共政策部 

宮田智代子 計画管理 
独立行政法人 国際協力機構 
産業開発・公共政策部 

野上 一成 
業務主任／太陽光発電システム

／系統連系太陽光発電 
八千代エンジニヤリング株式会社 

矢野 敏雄 副業務主任／土木設計 八千代エンジニヤリング株式会社 

近藤 和晃 機材・設備計画／環境社会配慮 八千代エンジニヤリング株式会社 
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２．調査日程表 

(1) 第 1次現地調査 

No. 月日 曜日 

調査内容 

宿泊地 
官ベース コンサルタント 

 Aグループ Bグループ Cグループ 

中園、宮田 野上、矢野 菊池・近藤 熊倉 

1 9月 14日 土 

 • 移動｛東京 00:40 → パリ、シャルルドゴール（フランス） 6:20 by JL- 041｝  

アブジャ 
 

• 移動｛パリ、シャルルドゴール（フランス） 11:10 → アブジャ（ナイジェリア） 

16:05 by AF- 514｝ 
 

2 9月 15日 日 

• 移動｛東京 → パ

リ｝ 

• 移動｛パリ → アブ

ジャ｝ 

• 団内協議（調査計画及び必要なアウトプットの再確認）  アブジャ 

3 9月 16日 月 

• 表敬訪問、インセプションレポート説明、協議（JICAナイジェリア事務所） 

• インセプションレポート説明、プロジェクトコンポーネントの概要説明・協議（連邦電力省） 
• インセプションレポート説明（連邦首都区・連邦首都区水公社） 

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
係
る
協
議
・合
意 

アブジャ 

4 9月 17日 火 
• インセプションレポート説明、プロジェクトコンポーネントの概要説明・協議（連邦首都区水公社） 
• サイト状況踏査（ウスマダム浄水場） 

アブジャ 

5 9月 18日 水 コンポーネント確認、協議議事録協議 
• サイト状況踏査（既存
機材施設の現況） 

• 市場調査 

• データ分析、構造計算 
アブジャ 

6 9月 19日 木 

• 協議議事録署名、協議（JICA ナイジェリア

事務所）、報告（日本大使館） 

• 移動{アブジャ→パリ} [中園、宮田] 

• サイト状況踏査（既存
の機材施設の現況） 

• データ分析、構造計算 アブジャ 

7 9月 20日 金 • 移動｛パリ→東京｝ • サイト状況踏査（アレイ配置・電気室位置・実施時の機材仮置き場の確認） アブジャ 

8 9月 21日 土 • 移動｛→ 東京｝ 
• サイト状況踏査（既存設備の使用状況確認） （野上、近藤） 
• 資料整理、分析 （矢野、菊池、熊倉） 

 アブジャ 

9 9月 22日 日  • 収集資料整理及び団内協議（概略設計に係る調査項目整理）  アブジャ 

        

    
Aグループ Bグループ 

 
 野上、近藤、菊池 矢野、熊倉 

10 9月 23日 月 
 

• 連系方法の検討 

• フィールドレポートの作成 

• サイト状況踏査 

（アレイ架台基礎、第 3・

第4タンク間の基礎建設

の検討） 

概 

略 

設 

計 

アブジャ 

11 9月 24日 火 
 

• 概略設計（案）（連系方法、アレイ配置）の連邦
首都区水公社と協議 

• 構造評価 

• フィールドレポートの作
成 

アブジャ 

12 9月 25日 水 
 

• サイト状況踏査（連結方法の確認） 
• フィールドレポートの作成 

• 構造評価 

• フィールドレポートの作
成 

アブジャ 

13 9月 26日 木 
 

• フィールドレポートの作成 アブジャ 

14 9月 27日 金 
 

• 連邦電力省、連邦首都区水公社とフィールドレポートについての協議、署名 アブジャ 

15 9月 28日 土 
 

• 団内協議及び現地調査結果概要の作成  アブジャ 

16 9月 29日 日 
 

• 団内協議及び現地調査結果概要の作成  アブジャ 

           

    
野上 菊池 近藤 矢野 熊倉  

 

17 9月 30日 月 
 

• 現地調査結果概要の作成 

• 協議（日本大使館） 

• 連邦電力省と
の環境影響

評価に係る

協議 

• 土質調査準備 

• 現地調査結果概要の作
成 

• 協議（日本大使館）  

アブジャ 

18 10月 1日 火 
 

 
• 現地調査結果概要の作成 概

略
設
計
に
係
る
協
議
・合
意
形

成 

アブジャ 

19 10月 2日 水 
 

• サイト状況調査（既存の設備
との取合いの確認） 

• 技術協議メモ案作成 

• 連邦電力省
との環境影

響評価に係

る協議 

• 協議（ナイ
ジェリアエ

ネルギー

委員会） 

• 土質調

査実施

調整 

アブジャ 

20 10月 3日 木 
 

• サイト状況調査（機材・土建間の調整） アブジャ 

21 10月 4日 金 
 

• 技術協議メモの協議・署名（連邦首都区水公
社） 

• 協議（連邦
電力省） 

• 土質調

査実施
アブジャ 

続く 

続く 
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準備 

22 10月 5日 土 
 

• 現地調査結果概要の作成 

報
告
書
作
成
・報
告 

アブジャ 

23 10月 6日 日 
 

• 現地調査結果概要の作成 アブジャ 

24 10月 7日 月 
 

• 現地調査
結果概要

の作成 

• 協議（連邦電
力省） 

• サイト状況調
査（ SCADA

システム概要

確認） 

• 協議 （ 国

家計画委

員会） 

• サイト状
況 調 査

（土質調

査 作 業

確認） 

アブジャ 

25 10月 8日 火 
 

• 帰国報告（連邦電力省、連邦首都区水公社） 
• 帰国報告（日本大使館） [野上・矢野] 

アブジャ 

26 10月 9日 水 
 

• 現地調査結果概要の作成 

• 協議（連邦電力省） [菊池・近藤] アブジャ 

• 移動｛アブジャ（ナイジェリア）23:15→パリ（フランス） 6:10+1 by AF-513｝ 

27 10月 10日 木 
 

• 移動｛→パリ、シャルルドゴール（フランス） 6:10 by AF-513｝ 

• 移動｛パリ、シャルルドゴール（フランス） 11:30→東京 6:30+1 by JL-042｝ 
 機中泊 

28 10月 11日 金 
 

• 移動｛→東京 6:30 by JL-042｝  帰国 

 

(2) 第 2次現地調査 

 

No. 月日 曜日 

調査内容 

宿泊地 官ベース コンサルタント 

中園、宮田 野上、矢野、近藤 

1 3月 1日 土 

 
• 移動｛東京 01:30→パリ、シャルルドゴール（フラン

ス）06:20｝ 
アブジャ 

 
• 移動｛パリ、シャルルドゴール（フランス）11:00→アブ

ジャ（ナイジェリア）16:55｝ 

2 3月 2日 日 

• 移動｛東京 01:30→パリ、シャルルドゴー

ル（フランス）06:20｝ 

• 移動｛パリ、シャルルドゴール（フランス）
11:00→アブジャ（ナイジェリア）16:55｝ 

• 団内協議 アブジャ 

3 3月 3日 月 

8：30 表敬訪問及び調査スケジュールの確認（JICAナイジェリア事務所） 

10:00準備調査報告書（案）の説明（連邦電力省） 

13:00準備調査報告書（案）の説明（連邦首都区水公社） 

15:00準備調査報告書（案）の説明（連邦首都区） 

アブジャ 

4 3月 4日 火 

10：00サイト状況視察（ウスマダム浄水場） 

12：00 団内打ち合わせ（ミニッツドラフト修正） 

15：00 系統連系にかかる協議（Abuja DISCO） 

アブジャ 

5 3月 5日 水 

10：00 ミニッツ協議 

12：30 技術協議（連邦電力省） 

14：30 団内打ち合わせ（ミニッツ原稿最終化等） 

17：00 技術協議（連邦首都区水公社） 

アブジャ 

6 3月 6日 木 

11：00 ミニッツ署名式 

14:00 現地活動報告（JICAナイジェリア事務所） 

• 移動｛アブジャ（ナイジェリア）23:55 →パリ、シャルルドゴール（フランス）05:50+1｝（中園、宮田） 

アブジャ／ 

機中泊 

7 3月 7日 金 
• 移動｛→パリ、シャルルドゴール（フランス）

11:00→東京 06:55+1｝ 

• 帰国報告（連邦電力省、連邦首都区水公社）（今後
の工程について） 

機中泊 
• 移動｛アブジャ（ナイジェリア）23:55 →パリ、シャル

ルドゴール（フランス）05:50+1｝ 

8 3月 8日 土 • 移動｛→東京 06:55｝ 
• 移動｛→パリ、シャルルドゴール（フランス）11:00→

東京 06:55+1｝（野上・矢野） 
機中泊 

9 3月 9日 日  • 移動｛→東京 06:55｝（野上・矢野） 
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3．相手国関係者(面談者)リスト 

 

所属及び氏名 職位 

国家計画委員会 

National Planning Commission 

Mr. R. O. Ibraheem Acting Director, Economic Growth Department 

 

ナイジェリアエネルギー委員会 

Energy Commission of Nigeria 

Prof. Eli Jidere Bala Director General / CEO 

Engr. Okon N. Ekpenyong Deputy Director  

 

連邦財務省 

Federal Ministry of Finance 

Mrs. Apeji Deputy Director of Revenue (oil & gas) 

Mr. Omata Assistant Director of Revenue (non-oil) 

 

連邦電力省 

Federal Ministry of Power 

Engr. A. Adebisi Director 

Engr. P. O. Ewesor Deputy Director 

Engr. Faruk Yusuf Yabo Assistant Director 

Engr. A. D. Abubakar Assistant Director 

Engr. Anthony E. Umuenyen Assistant Director 

Engr. E. E. Ezeeputo Assistant Director 

Engr. Babalola Olurin Electrical Engineer 

Engr. T. O. Dina Senior Electrical Engineer 

 

連邦環境省 

Federal Ministry of Environment 

Mr. K. B. Odusanya Acting Director 

Mr. J. A. Alonge Deputy Director 

Mr. F. F. Odika Chief Environment Scientist 

 

  



A-3 

A-3-2 

連邦首都区 

Federal Capital Territory Administration 

Mr. Ari Isa Mohammad Director, Economic Planning Research & 

Statistics Department 

Mr. Muhammad Lawal Abubakar FCT Co-ordinator 

Mr. Haruna S. Koku Economic Planning Research & Statistics 

Department 

Mr. Amina Usman Economic Planning Research & Statistics 

Department 

Engr. B. O. Solomm Engineer 

Engr. M. E. Mohammed Engineer (FCDA) 

Mr. Lawal Astafa Assistant Director (Economic Planning) 

Mr. Asmau Ashata Account Officer 

 

連邦首都区水公社 

Federal Capital Territory Water Board 

Engr. J. B. Anto Director 

Mr. M. O. Adebayo Head, Quality Control 

Mr. Hudu Bello Head, Commerce 

Mr. S. T. Bello Head, Administration & Supplies 

Engr. Ahmed A. Nahuche Head, Distribution 

Dr. M. A. Dan-Hassan Head, Rural Water Supply and Sanitation 

Mrs. Hafsat Ahmed Head, Finance and Account 

Engr. U. A. Aliyu Head, Reservoir & Production 

Mrs. Hamzat R. T. Head, Internal Audit 

Mrs. Janet A. Peni Head, Public Relations 

Engr. M. O. Adebato Head, Quality Control 

Engr. Olufemi Oyekenu Plant Manager 

Engr. Oyekenu O. Plant Manager (No.1 & No.2) 

Engr. R. A. Bello Plant Manager (No.3 & No.4) 

Engr. Julius Afolabi Head, Mechanical & Electrical 

Mr. Billy Oboigbe Asst Head, Finance & Accounts 

Engr. K. M. Kabiu Water Engineer 

Engr. A. R. Lawal Head, Projects 

Engr. Amos Babus Head (Booster Station) 

Engr. Victor Wenegiene Senior Engineer (Electrical) 
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連邦首都区アブジャ環境保護公社 

Federal Capital Territory Abuja Environmental Protection Board 

Ms. Jokotola Akwni Assistant Director Environmental Monitoring 

Planning Research & Statistic Department 

Mr. Abdullahi Yahaya HOU (Environmental Assessment)  

Engr. Alaya T. N. Assistant Director (PRS) 

Engr. Zainab Umar Assistant Director (Environmental Conservation) 

 

 

アブジャ配電会社 

Abuja Electricity Distribution Company 

Mr. Neil F Croucher Chief Executive Officer 

Mr. Joe Chiyassa Executive Director Technical Services 

Mr. Joshua E. Michael Planning & Construction, KANN Abuja 

Mr. Emmanuel Sampa Katepa Business Development (CEC Africa) 

Ms. Clara Musama  Business Development (CEC Africa) 

 

ナイジェリア電力持株会社 

Power Holding Company of Nigeria 

Engr. A. M. Bala Staff assigned to Lower Usuma Dam Water 

Treatment Plant 

 

JICAナイジェリア事務所 

JICA Nigeria Office 

関 徹男 所長 

美甘 政門 所員 

Mr. Agidani Gabriel O. Consultant 

 

在ナイジェリア日本大使館 

Embassy of Japan in Nigeria 

萩野 剛 一等書記官 

木花 和仁 一等書記官 

青木 啓志 一等書記官 

千葉 真梨子 専門調査員 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

ナイジェリア連邦共和国（以下、「ナ」国と称す）「太陽光を活用したクリーンエネルギー導入

計画」では、「ナ」国連邦首都区に位置するウスマダム浄水場を対象サイトとして、系統連系型の

太陽光発電システム及び関連する変圧器、所内配電用資機材の調達及び据付を行うものである。

贈与契約に示される限度額（9.8 億円）を踏まえ、積算時点（2013 年 10 月）の通貨交換レート等

の積算条件をもとに、概略事業費の積算を行うと、設備容量は 975 kWp 程度になる。 

ウスマダム浄水場において、配水部門の機械・電気課（機械技術者 2 名、電気技術者 9 名、運

転技師 5 名、配管工 1 名の計 17 名から構成）は、浄水場構内設備全般の運転維持管理を担当して

おり、本計画による太陽光発電システムの運転維持管理はこの課が担う。ウスマダム浄水場では

電圧階級 33 kV にて商用系統より受電し、構内の 33/11 kV 変電施設にて 11 kV に降圧された後、

浄水場内に配電されている。そのため、機械・電気課職員は電気設備の運転維持管理に係る基本

的な知識及び技能は有しているものの、系統連系太陽光発電システムを対象とする場合、同シス

テムは初めての導入となることから運転維持管理に係る知識及び技術はほぼ無く、日常の業務を

とおして習得することは困難である。 

また、配電系統の運用者であるアブジャ配電会社、及び電力事業に係る中央省庁の連邦電力省

は、系統連系型の分散型電源が配電系統に接続され運転された経験は乏しいことから、系統連系

太陽光発電システムに対する留意事項、事故対応について十分な知見を有していない上、現状で

は系統連系に係る法規制も整備されていない。 

本ソフトコンポーネントでは、プロジェクト開始時の円滑な立ち上がりを支援すること、並び

に系統連系太陽光発電システムが持続的に運転維持管理されることを目的とし、運転維持管理機

関となる連邦首都区水公社のウスマダム浄水場の機械・電気課を主な対象として系統連系太陽光

発電システムの運転維持管理に関する技術移転を実施する。また、太陽光発電システムが連系さ

れる配電系統の運用者・維持管理者においても、系統連系太陽光発電システムの特性を把握して

おく必要があることから、ウスマダム浄水場機械・電気課、配電系統の運用者であるアブジャ配

電会社、さらには「ナ」国の電力政策の立案と実施、電力事業の監督を行う連邦電力省に対して

も、系統連系太陽光発電システムの概要、系統運用上の留意事項や連系に係る技術要件について

必要な技術移転を行う。 

 

2. ソフトコンポーネントの目標 

本ソフトコンポーネントの目標は、以下の通りである。下記の目標が達成されることにより、

無償資金協力事業の効果が持続的に発現することが期待される。 

(1) プロジェクトの竣工後、「ナ」国側による系統連系太陽光発電システムの運転維持管理体

制が構築される。 

(2) 系統連系太陽光発電システムの運転維持管理を行うための技術が移転される。 

(3) 太陽光発電システムが連系された配電系統が安定的に運用される。 

 

3. ソフトコンポーネントの成果 

本ソフトコンポーネントで達成すべき成果は、表 3-1 のとおりである。 
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表 3-1 ソフトコンポーネントの成果 

目 標 ソフトコンポーネントの成果 対象者 

1． プロジェクトの竣工

後、「ナ」国側による系

統連系太陽光発電シス

テムの運転維持管理体

制が構築される。 

1-1 系統連系太陽光発電システムの運転維持

管理組織を構築する。 

・ ウスマダム浄水場機械・電気課 

1-2 系統連系太陽光発電システムの概要及び

特性が理解される。 

・ ウスマダム浄水場機械・電気課 

・ アブジャ配電会社 

・ 連邦電力省 

2． 系統連系太陽光発電シ

ステムの運転維持管理

を行うための技術が移

転される。 

2-1 系統連系太陽光発電システムの運転維持

管理方法を習得する。 

2-2 系統連系太陽光発電システムの運転維持

管理システムを確立する。 

・ ウスマダム浄水場機械・電気課 

2-3 系統連系太陽光発電システムのトラブル

シューティング手法を習得する。 

・ ウスマダム浄水場機械・電気課 

・ウスマダム浄水場管理部 

3． 太陽光発電システムが

連系された配電系統が

安定的に運用される。

3-1 モニタリング実施体制が構築され、モニ

タリング手法を習得する。 

・ ウスマダム浄水場機械・電気課 

・ アブジャ配電会社 

・ 連邦電力省 

3-2 運転維持管理マニュアルを作成する。 ・ ウスマダム浄水場機械・電気課 

 

なお、本案件実施中に日本人技術者（据付業者）により実施される初期操作指導・運用指導の

内容は次のとおりである。 

 系統連系太陽光発電システム完成時、運転開始前の検査、点検、測定 

 試運転方法 

 運転開始後の日常点検 

以上のように、初期操作指導・運用指導内容は、本計画設備の操作及び点検方法等、本計画の

設備の仕様を踏まえつつ、コントラクターが応用的な技術を指導するものである。一方、本ソフ

トコンポーネントによる成果のねらいは、系統連系太陽光発電システムの運転維持管理体制の構

築、太陽光発電の原理、系統連系に係る技術等、コンサルタントが本計画設備を運転維持管理す

る上で必要となる基礎的な技術の移転を行うものである。したがって、初期操作指導・運用指導

と本ソフトコンポーネントの内容は互いに補完し合う関係がある。 

 

4. 成果達成度の確認方法 

 本ソフトコンポーネントの成果は、作成された運転維持管理マニュアルと参加者のレポートを

確認することにより把握する。表 4-1 に活動内容別の成果確認方法を示す。マニュアルでは、運

転維持管理に係る組織と役割、日常管理、定期点検、トラブルシューティング等、必要な項目が

全て網羅され、技術的な内容が誤りなく記載されていることを確認するとともに、必要に応じて

助言、指導を行う。レポートでは、技術移転のテーマ毎に受講者が理解した内容を記述させ、講

義内容の理解度を評価する。なお、理解が十分でない項目については、補足講義を行う。 
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表 4-1 ソフトコンポーネントの成果と確認方法 

対象者 ソフトコンポーネントの成果 達成度確認方法 

ウスマダム浄水場 

機械・電気課 

 

 系統連系太陽光発電システムの運転維持管理組織を構築する。 

 系統連系太陽光発電システムの概要及び特性が理解される。 

 系統連系太陽光発電システムの運転維持管理方法を習得する。 

 系統連系太陽光発電システムの運転維持管理システムを確立する。 

 系統連系太陽光発電システムのトラブルシューティング手法を習

得する。 

 モニタリング実施体制が構築され、モニタリング手法を習得する。 

 運転維持管理マニュアルを作成する。 

 レポート 

 マニュアル 

ウスマダム浄水場

管理部 

 系統連系太陽光発電システムのトラブルシューティング手法を習

得する。 

 レポート 

アブジャ配電会社  系統連系太陽光発電システムの概要及び特性が理解される。 

 モニタリング実施体制が構築され、モニタリング手法を習得する。 

 レポート 

連邦電力省  系統連系太陽光発電システムの概要及び特性が理解される。 

 モニタリング実施体制が構築され、モニタリング手法を習得する。 

 レポート 

 

5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

5-1 ソフトコンポーネントの内容と活動 

 ソフトコンポーネントの活動内容は表 5-1 に示したように、太陽光発電システムの基礎から、

運転維持管理、モニタリングまでの技術移転を図る。技術移転の手法は、座学、演習（受講者に

よるマニュアル作成）と機材を使用した実習を用いる。実習にて使用する機材は、ウスマダム浄

水場へ導入予定の太陽光アレイ、計測器、工具類を活用する。 

なお、本計画によりウスマダム浄水場に導入される系統連系太陽光発電システムでは、配電系

統側への逆潮流は発生しないと想定されるが、「ナ」国で将来的に逆潮流を含む系統連系太陽光発

電システムが導入されることを想定し、逆潮流に関する内容も技術移転の項目に含めることとす

る。
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表
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1
 

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
活

動
内

容
と

技
術

移
転

方
法

 

目
 

標
 

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ
ー

ネ
ン
ト

の
成
果

活
動

内
容
 

技
術
移
転
方
法
 

対
象

者
 

1．
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

竣

工
後
、「

ナ
」
国
側
に
よ

る
系

統
連

系
太

陽
光

発

電
シ

ス
テ

ム
の

運
転

維

持
管

理
体

制
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構
築

さ

れ
る
。

 

1-
1

 
系

統
連

系
太

陽
光

発
電

シ
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管
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織
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。
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系

統
連
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太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム
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運
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維
持

管
理

実
施

者
の

責
任
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容
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明
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さ
れ
る
。

 

 
座

学
 

 
座
学
、
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ー
プ
演
習
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 ウ

ス
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ダ
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場
機
械
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電
気
課
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2

 
系

統
連

系
太

陽
光

発
電

シ

ス
テ

ム
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要
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る
。

 

 
太

陽
光

発
電

シ
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テ
ム

の
原

理
と
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礎
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習
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す
る
。

 

 
系

統
連

系
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

の
特

徴

及
び
保
護
機
能
を
理
解
す
る
。

 

 
系

統
連

系
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

導
入

時

の
検
討
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を
把
握
す
る
。

 

 
座

学
 

 
グ

ル
ー
プ
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習
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ス
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ダ
ム
浄
水
場
機
械
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課

 

・
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電
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電
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シ
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。
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光
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る
。

 

 
系
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連
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光
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電
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持
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。
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課
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系

統
連
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太

陽
光

発
電
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テ

ム
の

運
転

維
持

管
理

シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
。

 

 
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ム
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価
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れ
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れ
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。

 

 
座
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械
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課
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3
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ム
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。
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座
学
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習
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実
習
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ニ
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に
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く

運
転
操
作
、
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訓
練
）

・
 ウ

ス
マ
ダ
ム
浄
水
場
機
械
・
電
気
課

 

・
ウ
ス
マ
ダ
ム
浄
水
場
管
理
部

 

3．
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

竣
工

後
、「

ナ
」
国

側
に
よ
る

系
統

連
系

太
陽

光
発

電
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ス

テ
ム

の
運
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維

持
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1

 
モ

ニ
タ
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実
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体

制
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築
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す
る
。

 

 
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タ
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す
る
。

 

 
定

期
点

検
項

目
及

び
点

検
方

法
を

習
得

す

る
 

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
時

の
評

価
項

目
及

び
評

価

手
法
を
習
得
す
る
。

 

 
座
学

 

 
実
習
（
運
転
デ
ー
タ
の
記
録
・

評
価
、
設
備
の
状
態
監
視
）

 

・
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ス
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浄
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機
械
・
電
気
課

 

・
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ブ
ジ
ャ
配
電
会
社

 

・
 連

邦
電
力
省
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5-2 投入計画 

(1) 日本側の投入計画 

本ソフトコンポーネントでは、表 5-1 の活動を実施することにより、運転維持管理機関である

連邦首都区水公社のウスマダム浄水場が系統連系太陽光発電システムの運転維持管理方法を具体

的に理解し、実践するために必要な技術を移転する。また、浄水場構内の配電設備の運用者であ

るウスマダム浄水場、配電系統の運用者であるアブジャ配電会社や、電力政策の立案と実施、電

力事業の監督を行う連邦電力省に対しても、系統連系太陽光発電システムの概要や、運用上の留

意事項について技術移転を行う。受注コンサルタントは、指導技術者 1（太陽光発電システム）、

指導技術者 2（系統連系）の 2 名を表 5-2 に示す期間「ナ」国に派遣し、技術移転を行う。 
表 5-2 ソフトコンポーネントに係る投入計画 

名称 格付 
派遣期間 
（日数） 

渡航回数 作業内容 

1. 運転維持管理体制の構築     

 
指導技術者 1 
（太陽光発電システム） 

3 号 
0.50 月 

（12 日間） 
1 回 

・ 運転維持管理機関内の運転維持管理体

制の構築 
・ 構築した運転維持管理体制の各部署の

役割分担の整理 
・ 運転維持管理機関への系統連系太陽光

発電システムの概要・特性に関する技術

移転 

 指導技術者 2（系統連系） 3 号 
0.50 月 

（12 日間） 
1 回 

・ 電力事業を管轄する省庁、電力事業者と

の運転維持管理に係る相互協力体制の

構築 
・ 構築した運転維持管理体制の各部署の

役割分担の整理 
・ 電力事業を管轄する省庁、電力事業者へ

の系統連系太陽光発電システムの概

要・特性に関する技術移転 

2. 技術トレーニング     

 
指導技術者 1 
（太陽光発電システム） 

3 号 
0.50 月 

（12 日間） 
1 回 

・ 太陽光発電の原理に係る技術移転 
・ 納入機材を活用した実技研修 

（解放電圧及び短絡電流の実計測訓練

及び I-V 曲線の導出と理解等） 
・ 運転維持管理実施のための点検リスト

の作成及び整備 

 指導技術者 2（系統連系） 3 号 
0.50 月 

（12 日間） 
1 回 

・ 系統事故、構内事故に係るトラブルシュ

ーティングと対策方法に係る技術移転 
・ 「ナ」国にて想定される系統連系太陽光

発電システム導入時の課題の整理 
・ 「系統連系規程」に示される基本事項に

係る技術移転 

3. モニタリング     

 

指導技術者 1 
（太陽光発電システム） 

3 号 
0.50 月 

（12 日間） 
1 回 

・ 運転維持管理機関による運転維持管理

状況のモニタリング及びアドバイス 
・ トラブルシューティングを含む運転維

持管理マニュアルの作成 

 指導技術者 2（系統連系） 3 号 
0.50 月 

（12 日間） 
1 回 

・ 電力事業を管轄する省庁、電力事業者の

協力体制に係るモニタリング及びアド

バイス 
・ トラブルシューティングを含む運転維

持管理マニュアルに係る技術移転 

 

(2) 「ナ」国側の投入計画 

「ナ」国側の投入として、ソフトコンポーネントの受け皿となる受講者の任命と講義への参加、

運転維持管理組織の立ち上げ、ソフトコンポーネントを円滑に実施するための運営組織の設立等

が必要となる｡具体的には、以下の通りである。 
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1)  太陽光発電システム運営委員会（仮称） 
本ソフトコンポーネントの開始時までに、連邦電力省は、ソフトコンポーネントの円滑な実施

とソフトコンポーネント終了後の持続的運用を目的とした「太陽光発電システム運営委員会（仮

称）」を設置する。同委員会は、ソフトコンポーネントの実質的受け皿となり、またソフトコンポ

ーネントの達成状況把握、意見交換、課題討議の場も兼ねることから、ソフトコンポーネント期

間中には定期的に委員会を開催する。また、太陽光発電システム運営委員会の設置と同様に、本

計画にて据付する太陽光発電システムの維持管理の役割を直接担う、ウスマダム浄水場スタッフ

から構成される太陽光発電システムワーキンググループを設置し、太陽光発電システム運営委員

会は本ソフトコンポーネント計画終了後、本計画機材の運転維持管理が持続的かつ円滑に行われ

るよう、同太陽光発電システムワーキンググループを指導する。太陽光発電システムワーキング

グループは同委員会に太陽光発電システムの運転維持管理の状況を報告し､必要なときは指導・助

言を受ける。 

太陽光発電システム運営委員会はウスマダム浄水場内に事務局を置き、連邦電力省が運営責任

機関となり、アブジャ配電会社、連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）の 3 機関より構成され

る。メンバーは各機関の担当部署メンバーで構成され、各機関 1 名から 2 名程度で構成する。太

陽光発電システム運営委員会の組織を図 5-1 に示す。 

太陽光発電システム運営委員会は及び太陽光発電システムワーキンググループは、表 5-3 に示

す実施体制に従って運営するとともに、「ナ」国における系統連系太陽光発電システムの普及に備

えて下記事項を討議する。 

① 系統連系太陽光発電システムの運転維持管理に関する課題 
② 系統連系太陽光発電システムが電力会社の配電系統運用、電力品質に与える影響 
③ 系統連系太陽光発電システムを「ナ」国で普及させる上での障害 
④ 系統連系太陽光発電システムを「ナ」国で普及させるための法的規制 
⑤ 系統連系太陽光発電システムを「ナ」国で普及させるための技術基準(逆潮流を含む) 

 
2) 太陽光発電システムワーキンググループ案 

太陽光発電システムワーキンググループは太陽光発電システム運営委員会の下部組織として設

立し、太陽光発電システム運営委員会の指導・監督の下、系統連系太陽光発電システムの運転維

持管理を実践する。 

 

図 5-1 太陽光発電システム運営委員会実施体制（案） 

表 5-3 太陽光発電システム運営委員会実施体制（案） 

コンサルタント 
（全体管理） 

太陽光発電システムワーキンググループ 
◎ 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）管理部 
● 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）機械・電気課 

太陽光発電システム運営委員会（仮称） 

◎ 連邦電力省 電力事業監査局 

● アブジャ配電会社 

● 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場） 管理部 

機械・電気課 
（委員は各機関 1－2 名程度より構成される） 

「ナ」国政府 
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 日本人 
コンサルタント 

太陽光発電システム運営

委員会 
太陽光発電システム 
ワーキンググループ 

本計画の組織 2 名 5－10 名 3－5 名 

本計画の運営方法 全体の進捗状況管理 業務全体の管理 システムの維持管理 

本計画内容の 

オリエンテーション 

説明 開催 開催、参加 

運転維持管理マニュアル 助言 原案チェック 原案作成 

維持管理フォローアップ 管理指導 運転維持管理報告 運転維持管理報告 

報告先 
在「ナ」国日本大使館及び

JICA 
日本人コンサルタント 

太陽光発電システム 
運営委員会 

 
6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

無償資金協力で調達・据付される系統連系太陽光発電システムの主要機器は日本製であること

から、ソフトコンポーネントで派遣する技術者は、日本の太陽光発電製品、システムに精通して

いる必要がある。「ナ」国内にも太陽光発電設備の据付を行う技術者はいるものの、欧州や中国の

製品しか取り扱ったことがなく、また系統連系についても十分な経験を有していない。このため、

ソフトコンポーネントの実施リソースとしては、日本の太陽光発電システムや系統連系を熟知し

た受注コンサルタントが直接支援する方式を採用する。 

 
7. ソフトコンポーネントの実施工程案 

ソフトコンポーネント実施工程を表 7-1 に示す。 

日本より派遣された技術者は、表 7-1 に示す実施工程に従い、それぞれのカテゴリーごとにソ

フトコンポーネントを実施する。各カテゴリーの実施時期については、以下のとおりである。 

 運転維持管理体制の構築 
運転維持管理体制構築の支援を目的に行うことから、また機材据付前に運転維持管理体

制を確立させておくことは設備据付時における当事者意識を喚起できることから、アレ

イ据付工事前に実施する。 

 技術トレーニング 
システムの点検・運転等については実設備を利用し行う。また設備が運開するまでに備

えておくべき運転維持管理マニュアル等についてのトレーニングを行うため、アレイ据

付工事の半ばから設備運開前に実施する。 

 モニタリング 
「ナ」国側が自主的に運転維持管理できているかを確認することに焦点をおき実施する

ため、検収・竣工引渡し後を目途に実施する。 
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表 7-1 ソフトコンポーネントの実施スケジュール 

1．運転維持管理体制の構築

2．技術トレーニング

3．モニタリング

運転維持管理マニュアル

実施状況報告書

完了報告書

14 1512 138 9 10 112 3 4 5 6 7

検収・竣工引渡し

ソフト
コンポーネント

成果品

1

準備工事

基礎工事及び架台工事

PVアレイ据付工事

試運転・調整

運転指導

モジュール検査

 

 
8. 成果品 

 本ソフトコンポーネントの成果品は表 7-1 に記載したように、運転維持管理マニュアル、実施

状況報告書（施主向けには英文 Progress Report）、完了報告書（施主向けには英文 Final Report）、
並びに技術移転に使用した教材類である。 

 
9. ソフトコンポーネントの概算事業費 

本ソフトコンポーネントの概略事業費は 11,757 千円であり、内訳は表 9-1 に示す通りである。 

表 9-1 ソフトコンポーネントの概略事業費 

項 目 金額（千円） 

直接人件費 2,334 

直接経費 6,436 

間接費 2,987 

合 計 11,757 

 
10. 相手国実施機関の責務 

「ナ」国側はソフトコンポーネントを円滑に実施してその効果を最大に発現させるため、以下

の責務を全うすることとする。 

 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）は、本ソフトコンポーネント実施に協力する太

陽光発電システム運営委員会を設置する。 

 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）は、本ソフトコンポーネント実施に必要となる

作業室等を用意する。 

 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）は、本ソフトコンポーネントに必要な人員を提

供する。 

 太陽光発電システム運営委員会は、コンサルタントと協議し、運転維持管理マニュアル
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の作成を自ら実施する。 

 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）は、運転維持管理マニュアルに基づき、系統連

系太陽光発電システムを適切に運転維持管理していく。 

 連邦首都区水公社（ウスマダム浄水場）は、運転維持管理マニュアルに基づいた一定期

間において、実績報告を日本人コンサルタントへ提出する。 
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